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研究の背景と目的
　地下室を有する建物の地震時挙動を高い精度で評価するには，地下室底面と地下壁に働く土圧・摩擦抵抗を適切に評価した動的相互作用モ
デルによる検討が重要である。しかし，地下室底面と全ての地下壁の土圧・摩擦抵抗を同時に測定した実験は見当たらず，建物の地震時応答に
及ぼす土圧・摩擦抵抗の影響は明らかにされていないのが現状である。また，超高層建物の地下は深くなっているため，地下壁周辺地盤の抵抗
を適切に評価することが重要となり，解析に用いる動的相互作用モデルの高度化が求められている。本研究の目的は，地下室底面と地下壁に働
く土圧・摩擦抵抗の動特性を明らかにし，その特性をモデル化して動的相互作用解析手法の高度化に資することである。

研究の成果と活用
　埋込み深さを4種類に変えた遠心振動台実験を実施し，地下室各抵抗要素の地震時特性を明確にするとともに，設計式との対応関係を明ら
かにした。今後は，実験から得られた地下室底面や地下壁に働く土圧・摩擦抵抗の動特性を適切に評価した建物－基礎－地盤の動的相互作用
モデルによる解析的検討を進め，解析プログラムの更なる高度化と基礎設計の合理化を目指す予定である。

研究手法
　埋込み深さをパラメータとし，地下室底面と地下壁の土圧・摩擦抵抗を同時に測定する直接基礎建物模型の遠心振動台実験を実施し，建物
地震時応答の違いや土圧・摩擦抵抗に関して検討した。埋込みが深くなるほど地下室の水平変位や回転角は小さくなるが，建物頂部の応答加
速度は逆に大きくなり，埋込み深さの影響で建物応答が複雑になることが明らかとなった。また，各抵抗要素の寄与度を示すと共に，地下壁の
土圧と相対変位の関係は建築基礎構造設計指針の評価式の極限をクーロン受働土圧とした場合と概ね整合すること，地下室周辺の埋込み地
盤は地下室の水平抵抗だけでなく回転抵抗を増加させることなどが明らかになった。
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実験モデルと計測装置の配置
Test Model and Arrangement of Measuring 

Devices

最大入力水平加速度に対する最大応答値の関係
Relationships of Maximum Response Values to Maximum Input 
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